
令和６年２月伊豆の国市長定例記者会見 

                   記者発表資料№１ 

タイトル  伊豆の国市郷土資料館テーマ展示「マミヤ写真館」の開催について  

担 当 課 
教育部 文化財課 担当：岩﨑  

（電話：055-948-1428 内線：2562）  

 

１ 開催の目的  

マミヤ写真館は旧大仁町に所在した写真館である。写真館の取り壊しに際して、

令和４年度に古写真やカメラ、間宮式金庫、金銭登録機といったマミヤ製品が伊豆

の国市郷土資料館に寄贈された。これらの資料の一部を公開し、市民に周知するた

め、企画展を開催する。 

 

２ 開催要領 

 日 時：令和６年１月27日（土）～令和６年４月25日（木） 

9時00分～16時30分 

 休館日：毎週月曜日、２月16日、３月29日 

場 所：伊豆の国市郷土資料館 

     伊豆の国市三福253-1 中央図書館２階 

 入場料：無料 

 問合せ：伊豆の国市郷土資料館 電話：0558-76-5678 

     伊豆の国市文化財課 電話：055-948-1428 

 

３ 概要 

マミヤ写真館は、精算機や金庫等の発明を行った間宮勝三郎の息子であり、「マミ

ヤシックス」などのカメラで有名なマミヤ光機創設者の間宮精一の弟の家族が経営す

る写真館であり、大仁の地で人々に親しまれてきた。企画展では、閉店した写真館に

残された写真から見える当時の様子と、カメラや金銭登録機などのマミヤ製品の紹介

をする。 

【主な展示品（現品）】 

 ・金銭登録機 

間宮精一は金銭登録機（レジスター）を改良して間宮式の金銭登録機を作成し、

東京上野で開催された「国際進行博覧会」で優良国産賞を受賞した。本品はそんな

間宮式金銭登録機のうち、マミヤ写真館に保管されていたひとつである。 

・マミヤシックス 

  間宮精一が開発したバックフォーカシング機構を使用し、昭和14年にマミヤ光

機から発売されたカメラ。当時としては高額で、予約販売制であったにも関わら

ず受注が相次いだ。 

・間宮式金庫 

間宮勝三郎が発明した金庫。 
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